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●内蔵されているLED光源は交換できません。お客様によるカバーの取
り外しもできません。
●器具の近くで他の機器のリモコン（リモートコントローラ）を操作した場
合、 誤動作することがあります。 器具と他の機器のリモコンを離して使
用してください。
●ラジオ、ワイヤレス機器は、なるべく本製品から離して使用してくださ
い。雑音が入ったり、誤動作したりすることがあります。
●LED照明は、同一型番でも発光色、明るさが異なることがあります。
●表示が発光するスイッチを使用した場合、スイッチの発光部が暗くなっ
たり点灯しなかったりすることがあります。
●照射距離が近いと、光むらが発生する場合があります。
●防犯カメラやビデオカメラを介して照射面を見た際、カメラのモニター
や録画画像に縞模様やちらつきが見える場合があります。

明るく安全に使用するため、以下の方法で定期的に清掃してください。
●高所に取り付けた場合、清掃は安全のため専門の業者へ依頼することを
おすすめします。
●清掃する際は必ず電源を切り、照明器具が冷えたことを確認してから
行ってください。
●放水などで下から水をかけないでください。内部に水分が入り、故障す
るおそれがあります。
●照明器具のすき間に金属や可燃物を差し込んで清掃をしないでくださ
い。内部に残った場合に、発火や火災の原因になります。
●清掃には、水または薄めた中性洗剤に浸した柔らかい布をよく絞って拭
いてください。そのあと洗剤が残らないように水拭きしてください。
●シンナー、ベンジンなどの揮発性のもので拭いたり、殺虫剤をかけたり
しないでください。破損、変色の原因になります。

LED照明使用上の注意 お手入れ方法

このたびはアイリスオーヤマ製品をお買い上げいただき、まことにありがとうございます。
ご使用の前にこの取扱説明書を必ずお読みになり、正しく安全にご使用ください。また、この取扱説明書は大切に保管してください。

お客様へ ●安全に長くお使いいただくために大切な内容です。必ずお読みください。

●器具を定期的に点検する
器具本体は設置して8～10年※経つと、外観に異常がな
くても劣化は進行します。数年に１回は専門家（工事
店・電気店）による点検を実施してください。点検せず
に長期間使用を続けると、まれに感電・発煙・発火など
の原因になります。
※使用条件：周囲温度30℃、1日10時間点灯、
　　　　　　年間3,000時間点灯した場合。
　　　　　　（ＪＩＳ C8105-1解説による）

●点灯異常の際は電源を切る
異常を感じたときは速やかに電源を切り、工事店・電気店
に相談してください。継続使用すると感電・火災・落下・
けがの原因になることがあります。

●分解や改造をしない
器具の分解・改造、部品の追加・変更や塗装などはしない
でください。落下・感電・変形・火災などの原因になります。

禁止

必ず実施

警告 誤った取り扱いをすると、人が死亡または重傷を
負うおそれがある内容を示しています。

誤った取り扱いをすると、人がけがをしたり、物的
損害が発生するおそれがある内容を示しています。注意

必ず実施

●光を直視しない
点灯中にランプを直視しないでください。目を痛めるこ
とがあります。

●点灯中・消灯直後に触れない
点灯中や消灯直後は、器具が高温になっていることがあ
るので触れないでください。やけどの原因になります。

禁止

●可燃物を近づけない
器具を布や紙などの可燃物でおおったり、近づけたりしな
いでください。風によってこれらの物が密着すると、可燃
物の変形・変色・発火、または器具自体の過熱による火災
などの原因になります。

保証期間内でも次の場合には原則として有料にさせていただき
ます。
①使用上の誤りおよび不当な修理や改造による故障および損傷
②お買い上げ後の取り付け場所の移設・輸送・落下などによる
故障および損傷
③火災・地震・水害・落雷・その他天災地変・異常電圧・指定
外電源（電圧・周波数）の使用などによる故障および損傷
④車両・船舶などに搭載された場合に生ずる故障および損傷
⑤施工上の不備に起因する故障や不具合
⑥法令、取扱説明書で要求される保守点検を行わないことによる
故障および損傷
⑦日本国以外での使用による故障および損傷

保証規定
■保証期間

お買い上げの販売店にご相談ください。修理により製品の機能が維持できる場合に
は、ご要望により有料にて修理いたします。

保証期間経過後の修理■

当社はこの製品の補修用性能部品を製造打ち切り後、6年間保有しています。性能
部品とは、その製品の機能を維持するために必要な部品です。

補修用性能部品の保有期間について■

ご不明な点はお買い上げの販売店またはLED照明サポートコールにお問い合わせ
ください。

アフターサービスについて■

保証期間は、お買い上げ日より3年間です。
24時間連続使用など、1日20時間以上の長時間使用の場合は、上記の半分の保証
期間となります。
※物件または使用環境により保証内容が異なる場合があります。詳しくは担当営
業にお問い合わせください。
保証期間内に故障した場合は、お買い上げの販売店にて、お買い上げ日を特定でき
るものをご提示の上、修理をご依頼ください。無料にて修理させていただきます。
保証期間内でも有料になることがあります。詳しくは保証規定をご覧ください。

保証とアフターサービス 必ずお読みください。

保管用 この取扱説明書は大切
に保管してください

日本国内専用

共通取扱説明書

電気工事必要
この器具の取り付け工事は、必ず電気工
事店(有資格者)にご依頼ください。資格
を持たない方による電気工事は、法令で
禁止されています。

IRLDBH10-V2A 
IRLDBH20-V2A 
IRLDBH40-V2A 

(自動点滅器なし)

(自動点滅器内蔵)
IRLDBH10A-V2A
IRLDBH20A-V2A
IRLDBH40A-V2A

施工担当者様へ ●工事が終わりましたら、この取扱説明書を必ずお客様にお渡しください。

図記号の意味 してはいけない
[禁止 ]内容注意を促す記号 しなければならない

[指示 ]内容

ここに示した注意は、お使いになる方や他の人々への危害や財産への損害を未然に防止するための
もので、「警告」「注意」の2つに分けて説明しています。
いずれも安全に関する重要な内容ですので、必ずお守りください。

安全上の注意

誤った取り扱いをすると、人が死亡または重傷を負うおそれがある内容を示しています。警告

必ず実施 禁止

●電源は定格電圧・定格周波数で使用する
本製品は日本国内のAC100 - 242V(電圧変動±６％以
内)、周波数50／ 60Hz専用です。それ以外の電源で使
用すると、LEDチップの短寿命や火災の原因になります。

●施工は施工説明にしたがい確実に行う
施工は電気工事士の有資格者が電気設備の技術基準・内
線規定などの法令にしたがい作業してください。施工が
正しくないと、落下・感電・火災の原因になります。

●接地（アース）工事と接続を確実に行う
「電気設備技術基準」にしたがって施工してください。接地
工事が正しくないと、感電や重大事故の原因になります。

●適正温度（－20℃～35℃）に設置する
器具設計使用温度は－20°C～ 35°Cです。特に設計上限
温度を超えて連続使用すると、火災の原因になることが
あります。

●器具は下向きで使用する
器具を下向き以外で使用しないでください。上向きや横
向きに取り付けると、落下・感電・火災の原因になります。

●可燃物を近づけない
器具を布や紙などの可燃物でおおったり、近づけたりしな
いでください。風によってこれらの物が密着すると、可燃
物の変形・変色・発火、または器具自体の過熱による火災
などの原因になります。

●振動や衝撃が加わる場所に取り付けない
常に激しい振動が加わる場所や、橋脚上などで常時振動
のある場所には取り付けないでください。器具破損や落下
による重大なけがの原因になります。

●分解や改造をしない
器具の分解・改造、部品の追加・変更や塗装などはしない
でください。落下・感電・変形・火災などの原因になります。

●酸や塩素などの腐食性ガスが発生する場所、さびや
すい場所には取り付けない
腐食や落下による重大なけがの原因になります。

発熱・発煙・発火の原因になります。

●粉塵・オイルミスト・引火性ガスや虫の発生する場所
には取り付けない

誤った取り扱いをすると、人がけがをしたり、物的損害が発生するおそれがある内容を示して
います。注意

禁止

禁止

●器具本体が高所から落下しない措置を施す
強風や災害などに備え、器具本体が取り付け部より直接
地面に落下しない安全手段を施してください。

●点灯中・消灯直後に触れない
点灯中や消灯直後は、器具が高温になっていることがある
ので触れないでください。やけどの原因になります。

●硫黄成分がある場所には取り付けない
一般屋内で使用する場合でも、器具周辺に硫黄成分が存在す
る場所では使用しないでください。光学性能に影響を与える
場合があります。（一般の食品や薬品、紙類などには硫黄成
分が含まれます。）

●風速60m/sを超える風を直接受ける場所や、経年で
強度が低下する場所には取り付けない
60m/sを超える風を受けると落下するおそれがあります。
また、経年使用により取り付け部の強度低下が進むと想
定される場所には、取り付けないでください。

●大量の水がかかったり、常に高湿度になったり浸水な
どするおそれがある場所には取り付けない
器具の保護等級はIP44です。正しく使用しないと絶縁不
良や感電の原因になります。

必ず実施



警告

■１０ＶＡタイプ ■２０／４０ＶＡタイプ

（ｍ）

●使用温度範囲：－20℃～ 35℃
※LEDモジュール設計寿命は器具が点灯しなくなるか、器具光束が70%に低下するまでの総点灯時間のいずれか短い時間を推定
したものです。製品の寿命を保証するものではありません。

警告

警告

手順通りに正しく行ってください。正しくな
いと器具が落下する原因になります。器具が
安定しないときは複数本使用してください。

①電気設備の技術基準省令第７条にしたがい、電源線
と口出線の白と黒の線を圧着端子や JIS C 2806
準拠のスリーブで結線する。

2

3 器具の点灯確認

電源線・アース線の接続

③接続部は自己融着絶縁テープなどで防水性のあ
る絶縁被覆処置を施す。絶縁被覆処置は導体部分
とシース（外皮）を含めて行う。

②器具本体のアースねじを使用して、D種設置工事を
確実に行う。

■柱の直径がφ130～370mmの場合

●取付バンドは別途ご用意ください。市販のステンレス製、
または亜鉛めっき鋼板製のバンドを使用してください。

①器具本体のバンド取付穴にバンドを通す。
②フックボルトをバンドの穴に引っ掛ける。
③ナットを締め付ける。（締め付けトルク：24N・m）

フックボルト ナット

バンド取付穴の上側
に合わせて取り付け
てください。

フックボルト ナット

①バンドの先端をシャフトの間に
通して引く。

②たるまない程度にバンドの長さ
を調整し、ハンドルを 90°起こ
して仮止めする。

③ハンドの先端の余った部分を
シャフトから 3cm の位置で切
る。

④ハンドルを往復させてバンドを
締め付ける。

⑤ハンドルをベースにはめる。

SFT-N206同等品φ60～130
推奨取付バンド（別売）

■柱の直径がφ60～130mmの場合

IBT-308同等品φ130～ 195
IBT-312同等品φ195～ 350

適合径（mm） 推奨取付バンド（別売）

取り付け部の強度を確保してください。 ●器具には風圧により大きな荷重がかかります。施工時は落
下による重大事故を防ぐために、設置場所の気象を考慮しな
がら、取り付け強度を十分に確保してください。●本器具は下
向き照射専用です。それ以外の向きで取り付けると、内部浸
水による感電や故障、器具落下などの原因になります。

仕　様

各部の名称 ●取り付ける前に下記の部品がすべてそろっていることを確認してください。
●安全のため手順通りに正しく取り付けてください。 取り付けかた 器具の重さや風圧に耐えるところに取り付けてください。

取り付けが正しくないと、落下による重大事故の原因になります。

鋼管柱への取り付け

IRLDBH10-V2A

IRLDBH20-V2A

－

－

970

1470

（lｍ） （V） （Hz） （VA）（W）

（時間）

自動点滅器品　番 全光束 設置間隔 定格電圧 電源周波数 定格消費電力 電力会社申請
入力容量

LEDモジュール
設計寿命

100 - 242 ５０／６０

8.1

12.2

8.2

12.3 60,000

クラスA　１４
クラスB　19
クラスB+ 16
クラスA　17
クラスB　29
クラスB+ 28

IRLDBH10-V２A／ IRLDBH10A-V２A※ IRLDBH２０-V２A／ IRLDBH２０A-V２A※
IRLDBH4０-V２A／ IRLDBH4０A-V２A※

※

取り付け場所と周辺環境の確認

（kg）
質量

0.52

0.95

以下のような場所には、取り付けたり近づけたりしないでください。

設計耐風速は 60m/s ですが、取り付け状態や長期間
の設置により、実際の耐風速は変化することがありま
す。

（幅45ｍｍ）

アースねじ取付穴

バンド取付穴

本体

カバー

アースねじ取付穴

バンド取付穴

本体

カバー

バンド取付穴幅：約45mm

固定完成例

45ｍｍ

バンド取付穴の上側
に合わせて取り付け
てください。

固定完成例

自己融着絶縁テープなどで結線
部を防水処置した後に、結線部
の水滴滞留防止のため上に向け
てください。

（幅45ｍｍ）

φ195～ 370 IBT-212同等品

適合径（mm）

●接続が不完全な場合、接続部の発熱に
より火災の原因になります。
●アース工事は電気設備の技術基準に従
い行ってください。不完全な場合、感
電・火災の原因になります。
●接続部の防水処置が不完全な場合、漏
電や感電、または腐食による故障の原因
になります。

警告

1

IRLDBH10A-V2A

IRLDBH20A-V2A 内蔵

内蔵

IRLDBH40-V2A － 3720 30.8 30.9
クラスA　32
クラスB　42
クラスB+ 41

1.05
IRLDBH40A-V2A 内蔵

自動点滅器センサー部自動点滅器センサー部

自動点滅器内蔵の製品は、設置環境により以下の動作をすることがあ
ります。設置前に周囲環境をよく確認してください。

●昼間でも暗い場所
（木かげ、ひさしの下などの影部）

周囲が暗くなる前に点灯、明るくなっ
ても消灯しないことがあります。

●夜間でも明るい場所
（街灯や家屋の照明があたる場所）

自動点灯しない場合がありますので、
おすすめできません。

自動点滅器内蔵の製品は、日照が十分にある時間帯に必
ず以下の点灯・消灯動作確認を実施してください。

器具が消灯していることを確認し、自動点滅器のセ
ンサー部を遮光性の高い黒い布などで覆い、20～
30秒程度で点灯することを確認してください。

[点灯]

[消灯] 覆いを取り去り、消灯することを確認してくださ
い。明るさを検知してから数秒で消灯します。

器具を覆った状態で長時間点灯し
ないでください。器具の短寿命や
火災の原因になります。

警告

約40 lx 約100 lx

●自動点滅器動作照度

点灯時照度 消灯時照度

自動点滅器センサー部

（自動点滅器内蔵品のみ）（自動点滅器内蔵品のみ）

※説明のため鋼管柱は省略しています。

器具に通電し正常に点灯することを確認してください。

電源線・アース線
（別手配）

アースねじ

防水絶縁処理口出線

※商品の仕様は予告なく変更することがあります。

●器具上部への積雪や氷結

器具の故障原因になったり、自動点滅器内蔵の製品では、
自動点滅動作に影響を与えたりすることがあります。

積雪地域での使用は、誤作動や故障が発生
しやすくなることがあります。

長期間安全で快適に使用できるように、本書の施工説明にしたがって取り
付けてください。

結線部の配線長さは、万一の落下に備えて
できるだけ短くしてください。

※自動点滅器内蔵品

約３cm
でカット

③④

②

①

ベース

シャフト

ハンドル

バンド
引く

⑤

※自動点滅器内蔵品

付着した雪や氷は、
こまめに除去してく
ださい。

●木々の枝葉が成長して
接触する場所

●住宅の壁や窓に近接
した設置

器具周辺の枝葉は定期的
に剪定してください。

●風によって器具に可
燃物が接触する場所 警告

器具の熱で可燃物が発
火したり、器具自体が
故障や火災をおこすお
それがあります。


